
か
わ
い
可
愛
い
コ
 ッ
ク
さ
ん
 

ェ
プ
ロ
ン
帽
子
が
よ
く
似
合
う
 

た
だ
い
ま
給
食
当
番
よ
 

き
ょ
う
の
給
食
な
に
か
し
ら
 

そ
れ
は
あ
け
て
の
お
楽
し
み
 

み
ん
な
お
腹
を
空
か
し
て
る
 

さ
あ
さ
あ
急
い
で
盛
り
つ
け
し
ま
し
よ
う
 

こ
ぼ
し
ち

ゃ
だ
め
よ
押
し
て
は
だ
め
よ
 

順
次
に
急
い
で
配
り
ま
し
よ
う
 

母
さ
ん
み
た
ら
お
か
し
か
ろ
 

父
さ
ん
み
た
ら
笑
う
だ
ろ
 

た
だ
い
ま
給
食
当
番
中
 

'
 

昭和 48年 7月 1 日 年 7月 1 日 	 307号 

一部 4 円 

発行所 五所川原市役所 

市
民
保
健
協

議
会
が

発
足
 

ク
健
康
は
私
た
ち
の
手
で

4
日
常
の
保
健
活
動
に
積
極
的
に
参

加

し
、
市
民
ぐ
る
み
の
保
健
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
、
 
「
五
所
川
原
市

民
保
健
協
議
会
 
（増
田
桓
一
会
長
）
」
が
六
月
十
五
日
発
足
し

ま
し

た
。
 

健康は日頃の保健活動から 

、
―ー

Fi
(
f

「
！

I
I
~
I
、
！

!
 

、
 

?

I
、
！

!
 

① （昭和33年9月10日第3種郵便物認可） 

発
足
し
た
「
市
民
保
健
協
議

会
」
は
、
市
議
会
の
民
生
常
任

委
員
会
か
ら
市
の
関
係
各
課
、
 

保
健
所
、
教
育
、
福
祉
関
係
機

関
、
そ
れ
に
医
師
会
、
助
産
婦

会
、
婦
人
会
、
青
年
団
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
農
協
な
ど
二
十
二
の

行
政
機
関
、
民
間
団
体
の
九
十

五
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

協
議
会
に
は

保
【
健
の
活
動

部
門
に
よ
っ
て
 

「
予
防
」
と
「
 

環
境
」
 
「母
子

保
健
」
 
「
成人

病
」
 
「
衛生
」
 

「
救
急
医
療
」
 

の
六
つ
の
部
会

を
設
け
、
各
部

会
ご
と
に
具
体

的
な
事
業
計
画

を
た
て
、
活
動

す
る
こ
と
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

協
議
会
の
設
 
 

立
総
会
は
、
当
日
午
後
五
時
か

ら
市
民
文
化
会
館
に
こ
れ
ら
関

係
機
関
、
諸
団
体
の
代
表
者
五

十
人
ほ
ど
が
出
席
し
、
健
康
教

育
の
推
進
な
ど
十
項
目
の
事
業

を
定
め
た
会
則
と
、
四
十
八
年

度
予
算

（
歳
入歳
出
二
〇
〇
、
 

三
〇
〇
円
）
と
事
業
、
そ
れ
に

正
副
会
長
の
ほ
か
八
人
の
常
任

理
事
と
十
二
人
の
理
事
、
ふ
た

り
の
監
事
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し

ま
し
た
。
 

四
十
八
年
度
の
事
業
計
画
は

①
疾
病
の
予
防
対
策
②
健
康
教

育
の
推
進
③
環
境
教
育
の
実
施

④
優
生
保
護
対
策
⑤
健
康
養
護

活
動
⑥
リ

（
ビ
リ
テ
ー
シ
 ョ
ン

対
策
⑦
職
域
衛
生
の
指
導
⑧
救

急
医
療
対
策
⑨

へ
き
地
医
療
対

策
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

新
役
員
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
 

▽
会
長
 
増
田
桓
一
▽
副
会

長
 
森
富
夫
、
石
井
柾
次
郎
▽

常
任
理
事
 
川
崎
亮

一
、
対
馬

克
夫
、
川
村
礼
一
郎
、
対
馬
昭

幸
、
三
上
光
次
、
阿
部
保
信
、
 

平
山
栄
一
、
佐
藤
孝
 

▽
理
事
 
福
田
幸
雄
、
布
施

清
「
、
中
島
正
己
、
山
口
清
次

郎
、
津
島
廉
造
、
成
田
保
久
、
 

高
満
タ
カ
、
開
米
佐
太
郎
、
工

藤
勇
、
小
山
吉
之
助
、
斎
藤
一

二
三
、
須
崎
正
之
助
 

▽
監
事
 
佐
藤
浩
平
、
菊
池
 

清
助
 

（
敬
称
略
）
 

市政ダイヤル 
その日の 

行事や予定は 

「
家
庭
の

日
」
 
の

作
 
品
 を
 
募
集

▽
市
青
少
年
問
題
協
議
会
 

▽
募
集
作
品
 
作
文
、
絵
画
 

▽
テ
ー
マ
 

作
文
、
絵
画
と
も

「
家
庭
の

日
」
を
中
心
と
し
た
一
家
だ
ん

ら
ん
な
ど
、
家
庭
の
内
と
外
で

の
楽
し
い
ふ
ん
え
き
を
表
わ
し

た
も
の
で
、
作
文
の
題
は
自
由

▽
応
募
の
資
格
 

市
内
小
、
中
学
校
の
児
童
、
 

生
徒
 

▽
応
募
の
き
ま
り
 

△
作
文
V
四
百
字
詰
原
稿
用

紙
五
枚
以
内
 

△
絵
画
V
ク
レ
ョ
ン
、
水
彩

版
画
と
も
大
き
さ
は
自
由
。
作

品
に
は
住
所
、
氏
名
、
学
校
、
 

学
年
を
明
記
の
こ
と
 

▽
締
切
 

八
月
三
十
一
日
 

▽
提
出
先
 

市
中
央
公
民
館
 

こ
れ
ま
で
の
保
健
活
動
は
、
 

盛
り
上
が
り
の
な
い
行
政
機
関

が
主
体
の
、
そ
れ
も
ョ
コ
の
連

絡
を
欠
い
た
き
ら
い
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
反
省
に
た

っ
て
、
市
民
総
ぐ
る
み
の
自
主

的
な
活
動
で
皆
ん
な
の
健
康
を

守
ろ
う
と
関
係
者
の
間
で
準
備

さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
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日現在） 

02が 

05,,j 

80が 

（病院企業 48年3月31 

土地 24,938.0しf 

木 	院 12,689. 

分 院 7,028 

医師住宅 2,278. 

易 

昭和4ワ年度市税の負杉Jブさ兄 
(4.. 3、3/妃在） 

国 定、 
資産秀乞 

‘峻又名 

説目別
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円
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彦 気
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円 
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消貴説 

可 
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円 
、欧 J又.7 

南 民税 
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d了又ぐ 

円 
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費産税 

円 
召ノI7 
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ノよク名 

南民牙f乞 
3.2.3名 

乙’ ノ 叱 J 	‘ー 	ノ 又 

イ円 	 乃円 

日蘇14 r廷度特男恰討手算の執行状りI己 
(4g. 3. 3/チ見在） 

""“一 

i9.?7 94
- -  ‘円ぐ房‘g) 

fl2J 白J町相a受-b片t乙J ノにりマぶケ円 
「りづ」 Ip70万了十ク。こク円 (Z ク名） 

公共用地取屑事業 

イ吏用料及び手叡料4d2% 
% 

、8ltぐ震 
ち司喫 

議 

v/ 

8 	7 	. 	- 

地方自治法第243条 3 第 1 項
の規定および五所川原市「財政

説明書」の作成と公表に関する

条例第 2 条により、昭和48年 3 
月31日現在における当市の財政

状況を公表します。 

昭和48年 5 月31日 

五所川原市長佐竺本I誉 

ノ人当リ（ノDヌ％m 
慰帯当リ（38タ36円） 

電気ガ‘ス尉れ．又名 
水利讐廠讐三タ％ 

軽封望ブ1車ョ免他/.7Z  

％勿  

Hかじ者額（幸IL行孝） 

予客多ぞ岩異 

支出肩薯員．（軌4手奪） 

勿  

J I 4 p ノ 又 

．与乃可 

ぶ徳 .I784万4チ8f‘円(7/ク幻 

‘徳gJJノ万にチ月 

‘億,Z7II7yJ141fq (U,i) 

国民健康保険
矛 蒙 甚り 足 

特 別 会 計 

診療所 2, 942. 14が 

建物（木院外） 
16,526. 02m2 

物品 医療器械器具外
車両関係乗用車等 2 台 

（水道企業船年3月31日現在） 

土 	地 	86, 238.00m2 

建 物（元町浄水場外） 
1, 449. 00rn2 

物 品 浄水場機械装置外 

車両関係 	j 

トラック 	 1台

軽乗用車 

////／加L 才テ率 

こ
の
財
政
状
況
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
の
一
般
、
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
で
の
執

行
状
況
を
み
た
も
の
で
す
。
 

四
十
七
年
度
の
施
政
方
針
は
、
人
間
尊
重
の
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
①
行
財
政
と
民
生
の
安
定
②
産
業
経
済
の
振

興
③
教
育
と
文
化
の
向
上
④
都
市
施
設
の
充
実
、
の
四
つ
を
柱

に
「
健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
市
民
生
活
の
環
境
の
整
備
と

安
定
の
向
上
を
は
か
る
」
 
こと
を
予
算
編
成
の
骨

子
に
し

て

い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
市
税
や
国
か
ら
の
補
助
、
交
付

金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
起
債
の
状
況
や
財
産
の

保
有
状
況
な
ど

「
市
の
台
所
」
を
表
わ
す
家
計
簿
で
す
。
グ
ラ

フ
や
表
を
と
お
し
て
み
な
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き

豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
h
 



海
麟
 

蕪
鵬
議
「一
 

・

い
重
麟

紺

”
 

開
通
し
た
「
湊
大
橋
」
 

生活環境 

バトロール本部 

住みよい 
環境づくりに 

414 

湊踏切の rW橋 通
 

日
刊
旦
 

1
4ノ
 

渋滞の心配はありません 

県が44年4月から総工費3億8千万円で着工していた五能線湊踏切と交

差する国道101号線の立体橋がほぼ完成し、 このほど全面開通しまし

た。名付けて「湊大橋」。8月までに立体橋の中央部に階段とほかに照

叫消雪パイプも付設します。 

「湊大橋」は全長370屑。二車線で9屠幅の車道と左右それぞれL5M 

の歩道も施設。最大勾配は5.7督。線路から路面までの高さ5.23M、橋

の下、両側にそれぞれ5M幅の側道が設けられました。 

なお、国道101号線の当付近の車の交通量は1日平均4,400台で、立体

橋の開通rよりこれまでの交通渋滞が解消されます。 

嘗
醸麟
）
舞
舞
 

難
三
小
烏
遺
悪
難
ば
州
海
 

初
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
カ
ッ

コ
ウ
が
田
町
の
ポ
プ
ラ
並
木
の

梢
で
尾
を
左
右
に
振
り
な
が
ら

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
声
で
カ
ッ
コ
ウ

カ
 
ツコ
ウ
と
さ
え
ず
っ
て
い
る

姿
を
見
か
け
る
ょ
J
に
な
り
ま

し
た
。
 

こ
の
鳥
は
、
五
体
満
足
に
生

ま
れ
な
が
ら
巣
づ
く
り
、
抱
卵
 

そ
の
ほ
か
家
事
い
っ
さ
い
大
き

ら
い
で
、
ほ
か
の
鳥
の
巣
に
卵

を
一
個
ず
つ
預
け
て
あ
と
は
よ

ろ
し
く
と
去
っ

て
行
く

の
で

す
。
卵
は
ま
ま
母
の
卵
ょ
り
早

め
に
か
え
っ
て
、
こ
れ
を
全
部
 

力
 
ッ
 
コ
 
ウ
 

（
ホ
ト

ト
ギ

ス
科

）
 

巣
の
外
へ
放
り
出
し
て
殺
し
、
 

ま
ま
母
の
愛
を
独
占
す
る
の
で

す
。
 

そ
し
て
二
週
間
後
、
実
の
親
 

'
 

の
呼
ぶ
声
に
応
え
て
育
て
の
親

に
別
れ
も
告
げ
ず
飛
び
去
っ
て

ゆ
く
の
で
す
。
 

昔
の
人
は
こ
の
習
性
と
ト
ケ

ン
類
の
遠
く
ま
で
よ
く
き
こ
え

る
鳴
き
声
と
を
結
び
あ
わ
せ
て

呼
子
鳥
と
名
づ
け
、
い
く
つ
か

の
悲
し
い
物
語
を
つ
く
り
だ
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
鳥
世

界
の
著
名
な
異
端
者
と
い
わ
れ

て
い
る
鳥
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
ツ

ツ
ド
リ
、
ジ
ュ
ウ
イ
チ
な
ど
も

仲
間
に
入
る
の
で
す
。
 

（

④
 

一
ー
古文
書
の
解

i
J
 

r
読
講
習

会
ー
！
 

県
文
化
財
保
護
協
会
、
県
立

図
書
館
、
市
教
育
委
員
会
主
催

の
「
近
世
古
文
書
解
読
講
習
会
 

」
は
、
七
月
八
日
（
日
）
午
前

九
時
か
ら

市
中

央
公

民
館

で

開
き
ま
す
。
定
員
は
六
十
人
。
 

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ

ス
ト
代
と
し
て
四
百
円
い
た
だ

き
ま
す
。
 

受
講
希
望
者
は
、
テ
キ
ス
ト

代
を
添
え
て
市

教
育
文

化
セ

ン
タ
ー
 
（
電
話
④

」
二
 九
一

番
）
に

お
申
し

込

み
く
だ
さ

い
。
 

な
お
講
師
は
、
小
笠
原
二
郎

氏
（
元
県
立
図
書
館
副
理
事
）
 

稜
元
省
ョ
氏

（
市
文
化
財
審
議

委
員
会
議
長
）
、
泉
無
味
氏
（
 

日
本
書
道
家
協
会
書
道
教
師
）
 

の
三
人
で
す
。
 

1
消
費
生
活
の

ー
一
 

F
苦
情
相

談
所
」
 

▽
と
き
 
七
月
四
日
、
七
月

十
八
日

（
午後
一
時
ー
四
時
）
 

▽
と
こ
ろ
 
市
内
本
町
「
中

三
J
デ
パ
ー
ト
五
階
（
電
話
④

‘
 

三
一
三

一
番
）
 

商
品
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

一
般
的
な
苦
情
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。
電
話
、
文
書
で

も
け
っ
こ
う
で
す
。
 

1
市
の
施

設
見

学

J
 

一ー
会
、

六
日
締
切

L
 

▽
と
き
 
七
月
十
一
日

（
 

水
）
 

▽
時
間
 
午
前
九
時
半
か
ら

午
後
三
時
半
終
了
の
予
定

▽
申
込
み
先
 
市
情
報
課

▽
締
切
 
七
月
六
日
ま
で

▽
経
費
 
無
料
 

▽
お
昼
 
各
自
ご
準
備
く
だ

さ
い
。
 な
お
、
 コ
ー
ス
は
こ
れ
 

ま
で
ど
お
り
で
す
。
 

、
 
 

賞
品
の

引
 

換
 
え
 
を

年
賀
は
が
き

お
年
玉
つ
き

年
賀
は
が
き
の

賞
品
の
引
き
換

え
は
七
月
十
九
 

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

い
ま
一
度
お
手
元
の
年
賀
は

が
き
を
お
調
べ
の
う
え
、
な
る

べ
く
早
く
近
く
の
郵
便
局
で
お

引
き
換
え
く
だ
さ
い
。
 

1
手

紙
の

作
ー
 

ト
文
を
募
集
ー
 

財
団
法
人
日
本
郵
便
友
の
会

協
会
で
は
、
全
国
の
小
中
学
生

を
対
象
に
・
「
第
六
回
手
紙
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
」
 
の
作
品を
募
集
 
 

し
て
い
ま
す
。
 

▽
応
募
方
法
 

未
発
表
の
手
紙
文
で
あ
れ
ば
 

何
で
も
よ
く
四
百
字
詰
原
稿
用
 

紙
五
枚
以
内
。
 

作
品
に
は
、
 一
点
ご
と
に
名
 

前

（
ふ
りが
な
）
学
校
名
、
学
 

年
、
学
校
所
在
地
、
郵
便
番
号
 

受
け
持
ち
の
集
配
局
名
を
明
記
 

し
た
は
が
き
大
の
応
募
票
を
つ
 

け
る
こ
と
 

▽
作
品
の
送
先
 

五
所
川
原
郵
便
局
郵
便
課
 

▽
締
切
 

七
月
十
五
日
 

▽
発
表
 

十
月
上
旬
 

入
賞
作
品
に
は
、
記
念
品
の

ほ
か
佳
作
以
上
の
作
品
か
ら

一

点
を
選
び
、
万
国
郵
便
連
合
主

催
の
国
際
青
少
年
手
紙
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。
 

（
五所
川
原
郵
便
局
）
 

おしらせ 

 

r
 

'
 


	001
	002
	003
	004

